
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆 様 で ご 回 覧 下 さ い。 

回
覧
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※バックナンバー（Vol.1～78）を用意しております。ご希望の方は当社営業部までお問い合わせ下さい 
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当社は 2024 年 12 月にネーバル・高力黄銅丸棒の 60Φ～110Φの JIS 表示許可を取得し、生産・

販売を開始しました。これに伴い当社の黄銅丸棒の 6 品種全て(C3604・C3712・C3771・C4622・

C4641・C6782)が JIS 品として 60Φ～400Φ超までの非常に幅広いサイズの製造が可能になり

ました。 

ネーバル黄銅は錫、高力黄銅はアルミやマンガンなどを少量添加し、どちらも強度・硬度に優れ

ています。更にネーバル黄銅は耐海水性に優れ、高力黄銅も熱間鍛造性や耐食性に優れている点

から、どちらも船舶関係の部品に主に使用されます。 

日本では現在、高市政権が『戦略 17 分野』の内の 1 つに造船を挙げたように、次世代船舶の造

船への投資を含め、国策として船舶業界を後押しする方針です。日本の造船は数十年前は世界で

も首位でしたが、近年は中国や韓国に建造数で追い抜かれ、現在の日本のシェアは 15％前後ま

で落ち込んでいます。 

しかし現在、その造船分野が日本の外交戦略上で重要視されています。その理由は第一に米国が

国内の人件費高騰などにより民間造船の競争力が低下した為、米国の造船業の衰退を日本が補

う事を期待されているからです。 

また日本は輸出入に占める海上輸送の割合(重量ベース)が 99％以上ですが、いざ国際紛争や経

済制裁などが世界で発生した場合、海外船籍の船舶の場合は他国の政治的判断で日本向け輸送

を制限される恐れがあります。一方日本船籍なら日本政府の関与・要請が比較的効きやすく、 

『日本に必要な物資を優先して輸送する』という国家戦略を取りやすくなります。 

また中国籍の民間船舶はいざ有事の際には物資輸送や兵站(ロジスティクス)支援などで活用さ

れると言われており、米国としても現在の民間造船のシェアが首位で 50％超を占める中国の船

舶をこれ以上増やしたくないという思惑があります。 

 

                            

1.特殊黄銅丸棒 JIS表示許可取得 
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このような背景も重なり、米国は同盟国である日本や韓国へ船舶増設を依頼していると言われ

ています。                        

水素やアンモニア・LNG(液化天然ガス)などの燃料を利用する次世代船舶において、日本の建造

技術は世界的に見ても優れています。日本の造船業は有事の際の自国の輸出入の安定化や米国

との同盟関係強化などを図る上で、今後必要不可欠な分野となっていく事が予想されます。 

当社は今後も需要の拡大が見込まれるネーバルや高力黄銅丸棒の生産に力を入れていきますの

で、お引き合いなどございましたらお気軽に当社営業までご連絡下さい。 

                                     営業 高橋 
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1.ニッケルの基本特性 

 

元素記号  Ni   融点 1,455.0℃  比重 8.91 g/㎤ 

（ 参考  銅   融点 1,086.4℃  比重 8.96 g/㎤ 

      アルミ 融点   660.3℃  比重 2.70 g/㎤ ） 

 

ニッケルという名称はドイツ語の「Kupfernickel(クプファーニッケル)」に由来

し、別名「悪魔の銅」とも呼ばれています。ドイツ語で Kupferは「銅」、nickel

は「悪さをする妖精、悪魔」を意味し、直訳して「悪魔の銅」という意味になり

ます。 

 

17 世紀ごろ、ドイツのエルツ山地などで銅鉱石にそっくりな赤褐色の鉱石が見

つかりました。採掘していた炭鉱夫たちが「これは新しい銅鉱石だ」と思い、精

錬してみましたが、いくらやっても銅がほぼ取れることはありませんでした。さ

らに、その新しい鉱石には「ヒ素」を含むものもあり、精錬の煙で体調を崩す人

も出たとされております。 

 

そういった背景があり、当時の炭鉱夫たちは「銅を隠したり、人を病気にしたり

するのは山の悪霊であるニッケルのせいだ」と考え、その鉱石を「悪魔の銅」と

呼ぶようになりました。 

 

銀白色の金属で鉄族に分類され、表面は光沢があり耐食性に優れております。乾

燥した空気中では錆びにくいが、微粒子状のものは空気中で自然発火することも

あります。 

 

 

                      

2. メタルレビュー ニッケル 
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2.ニッケルの主な用途 

光沢があり耐食性に優れている為、装飾用のメッキに用いられます。また銅には

及ばないものの鉄やクロームと比べて導電性が高い為、電気接点のメッキにも用

いられており、添加されるものとして使用されることが多いです。 

 

主な用途 

・ステンレス鋼の原料(鉄とニッケル等の合金) 

・硬貨の原料(日本の五十円硬貨、百円硬貨等) 

・電気自動車の電池(ニッケル蓄電池) 

・形状記憶合金(チタンとニッケルの合金) 

 

3.産出国、産出量等 

世界のニッケル生産量は、2023年は 344万トン、2024年は 359万トン、2025年

は 388 万トン、2026 年は 372 万トンに達すると予想されております。世界最大

の産出国はインドネシアで市場の約 6割を占めており、次いでフィリピン、ロシ

ア、ニューカレドニア、オーストラリアとなっております。 

 

4.価格、相場 

銅やアルミ等と同じく LME(ロンドン金属取引所)で相場発表されております。 

2025年末から急騰しており、2026年 1月には＄18,000/トンに達し、当時の最高

値を更新しました。その後 2026年 5月には＄18,900～19,500/トンまで推移して

おります。 

需要面では、主な用途の一つであるステンレス鋼の需要は堅調だが伸びは緩やか

とされております。電気自動車用のニッケル蓄電池需要も期待はされているが、

リチウムイオン電池へ代替されており、爆発的な増加は期待されておりません。 

供給面では、世界トップシェアを誇るインドネシアが 2026 年には大きな価格変

動や資源枯渇を防ぐため「鉱石生産割当規制」を実施し、供給ペースの鈍化若し

くは減少が見込まれます。 

 

またインドネシアではニッケル鉱石からニッケルを抽出する際に硫酸を使用し

ております。その源となる硫黄は中東産が多く、生産量トップのインドネシアで

も調達面の影響を受けており、更なる価格上昇に繋がっております。 

今後も電気自動車の需要動向次第では供給不安を抱くと更に価格が大きく上振

れる可能性があり、より注視が必要となってきます。 

記者 小方 
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今年の 3月に権田金属工業に入社し、営業部に配属されまし

た森本紘介と申します。入社してから約 3ヶ月が経ち、現在は社内業務を通じて、製品や

受注から納品までの流れ、各部署の役割などを少しずつ学んでいるところです。まだ分か

らないことも多く、日々勉強の毎日ですが、周囲の皆さまに丁寧にご指導いただきなが

ら、一つひとつの業務に取り組んでおります。 

 

小学生からアメリカンフットボールに打ち込み、大学時代には学生日本一を経験しまし

た。大学卒業後も社会人リーグで数年間プレーを続け、仕事と両立しながら本気で日本一

を目指して取り組んでいました。現在も日々ジムでのトレーニングで汗を流しており、体

を動かすことが好きです。休日はトレーニングをしたり、おいしいものを食べに行ったり

してリフレッシュしています。 

 

これまでスポーツを通じて培ってきた継続力や粘り強さ、チームで目標に向かって取り組

む姿勢を、今後の仕事にも活かしていきたいと考えております。 

営業部の一員として、まずは社内の業務や製品知識をしっかりと身につけ、社内外の皆さ

まから信頼していただけるよう努めてまいります。分からないことをそのままにせず、積

極的に学ぶ姿勢を大切にしながら、一日でも早く戦力となれるよう真摯に努力してまいり

ます。 

今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

                               記者 森本 

 

3. 新入社員紹介 
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1. 電気銅建値推移 

2026 年 3 月・・・2,170 円スタート（3 月平均 2089.5 円） 

2026 年 4 月・・・2,040 円スタート（4 月平均 2142.0 円） 

2026 年 5 月・・・2,180 円スタート（5 月平均 2244.1 円） 

2026 年 6 月・・・2,260 円スタート 

 

2. LME 在庫状況及び需給状況 

3 月の銅価格は、月間で 1,280 ドルの下落。前月末の 13,440 ドルから、月間通して下落方向

の値動きとなった。2 月末の米国・イスラエルによる対イラン攻撃とそれに対するイランの報復

攻撃を受け、市場ではリスク回避のドル買いが進行。ドル高が割高感を誘い銅含む非鉄金属は軟

調な展開となった。3 月 19 日にはイランを巡る情勢の長期化予測に伴い経済成長の鈍化懸念か

ら 11,800 ドル台まで下落した。その後米国の軍事攻撃の延期発言を受け一時値を戻すも、高い

在庫水準が重石となり軟調なまま月末を迎えた。3 月末のＬＭＥ銅価格は 12,160 ドル、３月平

均のＬＭＥ銅価格は 12,499 ドルとなった。 

 ＣＯＭＥＸとＬＭＥ間の価格差が小さくなったことによる裁定取引解消で、米国に積み上が

った在庫がＬＭＥに流入した他、需要が低迷する中国での余剰在庫が、ＬＭＥに搬入されるとい

う構図が続いており、3 月のＬＭＥ銅在庫量は、前月末の 25 万トン台から右肩上がりで、月間

10 万トン以上の大幅増となった。３月末のＬＭＥ銅在庫量は 36 万 2 千トンで、前月末対比プ

ラス 40.7％となった。 

 

3. 為替の見通し 

2026 年 2 月末の米国とイスラエルによるイラン攻撃を受け、為替市場は中東情勢次第の展開

が続いている。安全資産としての米ドル需要に加え、積み上がっていた米ドル売りポジションの

巻き戻しや、産油国としての米国の優位性を背景に、相場は 2025 年来の米ドル安地合いから米

ドル全面高へ転じている。攻撃開始前に 156 円前後で推移していた米ドル円は一時 160 円台ま

で上昇し、ユーロ米ドルは 1.18 米ドル前後から一時 1.14 米ドル台まで調整した。また政府・日

銀が円買い・ドル売りの為替介入に踏み切ることで市場では警戒感が強まっている。 

中東情勢を巡る不確実性は高く、目先の為替市場は中東情勢と原油価格次第の展開と言わざる

を得ない。もっとも、少なくとも短期的には、想定以上に堅調な米ドル相場の推移を見込む必要

がある。為替相場の見通しを全般的に米ドル高方向で予測したい。 

 

4. 今後の見通し 

世界全体で銅が 33 万トンの供給不足に陥ると予想されている。2026 年の銅の 1 トン当たり

平均価格は約 12,075 ドルと予測され、同年第 2 四半期（7 月～9 月）には最高で 12,500 ドル前

後に達する見込みだ。 

5.相場情報 
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供給が制限され在庫の低水準が続く場合、2026 年の銅価格は 1 トン当たり過去最高の 13,000

ドルを超えるか、あるいは 15,000 ドルに迫る可能性がある。  

一方で 2025 年 9 月に致命的な土砂崩れで停止したインドネシアのグラスバーグ鉱山は、2026

年下半期までに同鉱山の生産量のおよそ 85％を回復する見込みである。 

しかし世界的にみれば多くの主要銅鉱山で生産の遅延や中断が発生しており、新規鉱山への投

資が銅需要の伸びに追いついていないという事実に基づいている。したがって、銅の在庫が少な

いため、生産不足が生じれば銅価格に直接的な影響を及ぼす可能性がある。 

 

 

短期予測（1M） LME ＄13,300～14,000/ｔ  為替 155～162 円/＄ 

銅建値 2,140～2,340 円/kg 

長期予測（3Ｍ） LME ＄13,100～14,000/ｔ  為替 155～165 円/＄ 

銅建値 2,110～2,370 円/kg 

記者 西谷 
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単位：トン LME在庫


